
・2/11（水・祝日） パソコン記帳の会   17：00～19：00 江東民商事務所 

・2/12（木） なんでも相談会        13：30～15：30 砂町文化センター・第2会議室 

・2/13（金） なんでも相談会        18：00～20：00 総合区民センター・第6会議室 

・2/15（日） 共済会映画会『楢山節考』  15：00～     江東民商事務所2階 

・2/17（火） 税民協 学習決起集会    19：00～     東京土建江東支部・第３会議室 

・2/23（月） なんでも相談会        13：30～15：30   砂町文化センター・第2会議室 

・2/24（火） パソコン記帳の会        18：00～20：00 江東民商事務所 

・2/25（水） 無料法律相談          13：00～16：00  江東民商事務所 

・3/11(水） パソコン記帳の会       18：00～20：00 江東民商事務所 

・3/13（金） 3.13重税反対江東区民集会   

        13：30～   総合区民センター2Ｆ・レクホール  ※集会後デモ行進 

・3/25（水） 青年部総会＆インターネット意見交換会  

        19：00～  江東民商事務所 （総会後意見交換会） 

  1・29 全国中小業者決起大会に参加！全国の力を結集し、悪政の転換を！ 
 1/29（木）日比谷公会堂にて行われた、全中連（全国中小業者団体連絡会）主催、全国中小業者決起大会に江東民商から10

人が参加しました。全体では日本全国から１,500人が参加し、会場は熱気に包まれました。 

 大会では、日本共産党の山下芳生書記局長からの挨拶や、全中連から保団連（全国保険医団体連合会）会長の住江憲勇氏、

全国ＦＣ加盟店協会会長の庄司正俊氏、そして沖縄・福島といった各地方の民商の代表からの決意表明がありました。 

 悪政を転換するため、中小業者の力を団結させるためにも、民商を強く大きな組織にすることの必要性を改めて実感する大会

となりました。 

 集会後はデモ行進に参加し、寒空に負けじと、「消費税増税中止」「中小業者の暮らし守れ」のシュプレヒコールを街に響かせま

した。 
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区民要求実現江東大運動実行委員会 

２０１５年度予算要求交渉に参加 

 「業者の実態把握、足を運んで」 

 区へ要望 
 江東民商も参加する区民要求実現江東大

運動実行委員会が、江東区への２０１５年度

予算要求交渉を実施し、江東民商からは会員

１人と事務局員３人が出席しました。毎年実

施しているもので、区内の労働組合、年金者

組合など複数の団体が切実な要求を持ち寄

りました。 

 民商からは、森外米蔵事務局次長が発言。

「消費税率アップで中小業者の営業は本当に

苦しい」と実情を伝えました。 

14年６月に施行された小規模企業振興基本

法を踏まえ、江東区でも区内業者の要求を積

極的に実施することを要望したことについて、

「法の趣旨を踏まえて検討していく」（経済課）

との回答を得ました。 

 商店街対策として、「高齢者が増える中で買

い物難民が増えている。空き店舗対策による

商店街振興だけでなく、コミュニティースペー

ス作りで住民を守るという視点でも取り組んで

もらいたい」と要望。 

 最後に「業者の実態を把握するために、区

の職員には足を運んでもらいたい。またその

ための職員を増やしてほしい」と締めくくりまし

た。 

 

倉敷民商事件は「弾圧」だ！ 

 1月30日に開かれた「緊急真相報告会＆小原淳さんを囲む会」（日本国民救援

会主催）に上原会長、事務局員2人が参加しました。報告に立った日本国民救

援会の本藤氏は、①税金 ②事件の本質と内容 ③法廷外での支援運動の3点

について報告。次いで鶴見弁護士から税務当局とのたたかいについて発言の

後、当事者として逮捕・勾留された「小原 淳さん」（倉敷民商事務局長）から、逮

捕時の状況と3人への支援のお願いが話されました。 

 会場からは、全商連常任理事の勝部さん、東商連副会長・江東民商会長の上

原さん、大商連の女性の3氏から民商運動、地域の取り組みなどについて発言

がありました。 

 この集会には民商を中心に61人が参加して、禰屋さんの釈放と小原さん、須

増さん3人の裁判を勝利させるために決意を固めあいました。 

  
 

 

 

 今回の集会に参加して1年以上もの

長期拘留にも屈しない禰屋さんに感

動するとともに、治安維持法を想起さ

せる警察・検察の不当な民商を狙っ

た弾圧に怒りを覚えました。（寺田） 
 

江東民商スケジュール 

発言する森外事務局次長（左手前） 

壇上で決意を伝える各民商の代表者 鉢巻を締めて国会までデモ行進 



☆会員さんのお仕事拝見ｖｏｌ．3☆ 

 77年創業のそば屋で、当時珍しかった24時間営業を早くからスタートしていた。先代である母が女手一つで北砂店から始め、

その後、亀戸、菊川などにも広げて現在４店を運営する。安くてボリュームのあるメニューは、ドライバーや肉体労働者の強い味

方だ。それでいてレトルトは一切出さないから、「毎日食べても飽きない」とリピーターが多い。 

 一番人気は、そばとカレーのセットで税込価格５５０円（ランチタイム）。昨年３月まではセット物は５００円だったが、消費税率

８％導入で４月からやむなく値上げした。円安などによる原材料高も続いているが、値上げは容易ではない。限られた食材の中

でバリエーションをどう増やすか知恵の見せどころだ 

 若い客が来るとニーズを探りヒントをもらう。「意外と家庭的なものが食べたいんだな」。そこから生まれたのがすきやきうど

んや鍋焼きもちチゲ。そば屋だけどラーメンも出すし、コーヒーも１８０円で飲める。時流に合ったメニューをいつも考えている。 

 この数年は飲み屋帰りの客も減り、駐車違反取り締りの厳しさからドライバーも少なくなった。「先日テレビを見ていたら、子

どもの嫌いな食べ物にそばが入っていてショックだった」と笑う。そこで女性や子どもを狙って、ミニカレー丼つきそば（３９０円）

を始めた。今後は顧客一人ひとりのわがままを聞けるような地域密着の店をめざす。 

 飲食店 「丸八そば」 橋本英俊さん（57歳）  
 

 時流にあったメニューを  若い客にヒントをもらう 

☆会員さんのお仕事拝見 ｖｏｌ．2☆ 

 縫製業 大島７丁目 片平宗夫さん（７２歳） 片平恵子さん（６６歳） 

  

  夫婦で踏み続けるミシン メリヤス専門で４０年 
 
  

 

 「ちょっとこの手を見てやって下さいよ」。恵子さんに促され、差し出された

宗男さんの両手は、グローブのように分厚い。４０年近くミシンの針にメリヤ

ス（ニット）を送り込んできた親指は、少しだけ内側に曲がっている。  
  ワイシャツの仕立てから、メリヤスの縫製に転換したのが、宗夫さん35歳。布と違って伸びる素材に慣れるまで泣かされた。

以来夫婦二人で狭い一室に背中合わせになり、宗夫さんも息子をおんぶしながら、日付が変わるまでミシンを踏み続けた。 

異素材の切り替えや背中が空いたタンクトップなど、難しい注文も多い。「一度引き受けたら、絶対にイメージ通りに仕上げる」。

縫製業者の腕の見せ所でありプライドだ。 

 今縫っているのは、いつもと違う布のバッグ。糸はジーンズに使う２０番手で、細い６０番手に慣れたミシンの調整には時間が

かかる。それでも仕上がりが認められたのか、２回も追加注文が入った。 
 

いつもこの部屋で一緒に仕事をしてきた片平

宗夫さん(右)と恵子さん 

 日本の衣料品の９５％以上が外国製となった今、「日本製」を支える職人はもっと大事にされていいはずだ。しかし１枚あた

りの単価は上がらない。２０年前は、Ｔシャツ１枚１５０円にポケットがつけば３０円、５０円と工賃は積み上がった。「今はポ

ケット２つ付けても１５０円の中に収めてっていうんだから」。 

糸の調整に時間がか

かったバッグ 

 職人の高齢化は著しい。「私でも若いほう。問屋から頼りにされる

限り８０歳までは仕事を続ける」と宗夫さんが宣言すると、「あらあ、７

５歳くらいまでかと思っていたわ」と恵子さんが笑った。 
 

20人の従業員を率いる橋本さんは、 

自らも亀戸店の厨房に立つ（右は妻の明美さん） 

営業時間 

6～23時（標準店） 

船堀店のみ24時間営

業 

    

亀戸店  

住所・亀戸４－３５－１６  
 

電話・５６０９・９２５６ 

宗夫さんの両手はグロー

ブのように分厚かった 

手早くそばをゆでる橋本さん 


